　手紙に書いたはずだけど、連鎖反応のモデル










A４の紙を5枚ほど並べて、真ん中の紙に火をつける。










熱が広がって行く。
　紙が離れすぎると、熱が届かなくて、連鎖反応は起こらない。
紙があんまり近いと、例えば酸素が無くて、酸化反応は起こらない。

火薬を爆発させる時や、核反応を起こす時に、圧縮するのはこの原理。
　連鎖反応を起こしやすい密度を用意してやると、よく燃える。
　たき火の準備は頭を使う。。どうでもいいか、、







　とりあえずのモデル

　

　　　　　　　　　　　　原子



　
全ての原子は連続圧をだす。　遠くなるほど、拡散したり吸収されたりで、弱くなる。



　　　　　　　　　　　　　　　　拡散して密度を薄くしてやると、
　　　　　　　　　　　　　　　　全体としての温度（エネルギー量）は変わらないが、
　　　　　　　　　　　　　　　　単位体積（例えば1リットル）当たりの温度は下がる


　　　　　　

















クーラーや車のエンジンの冷却機は、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（風）
　　　　　冷却液　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高温・高圧の冷却液を風で冷やして常温にする


　　　　　　　　　　　　それを拡散して密度を下げ、低温にする



　　　　　　冷却液







　冷却液

　　　　　　　　　冷やしたいモノ



　　　　　　低温の冷却液で温度交換してモノを冷やし、

　　　温度交換で温度の上がった冷却液をさらに圧縮して高密度にする




　　　　　　冷却液　　　　　　　　　　　　冷却液


　　で、もう一度最初へ、、これを繰り返す。
　空冷では、外気以下に温度は下がらないが、液冷ならばもっと下げれる。

　このシステム、、繊維で開発できないだろうか？？
　例えば冷却液を、電流に変えるとか、、
　さて、、
